
令和元年度 第２回

岡山市国民健康保険運営協議会資料

（当日配付分）

１ 議 事

（１）令和２年度国民健康保険費特別会計予算（案）の概要
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岡山市に求められた令和２年度納付金

保険料

＋

岡山市が納める 法定外繰入

納付金

約１７８億円 約１２３億円

国・県公費等

保健事業費など 約６２億円

約７億円

○ 令和２年度の岡山県全体で必要な納付金額は、約４６４億円。
○ うち、岡山市に求められる納付金は、約１７８億円。
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○この約１２３億円を保険
料と法定外繰入で賄う。
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市町村に求める

① 納付金

約４６４億円

保険給付費等

H30決算剰余金

約１，６９１億円 約２６億円
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国公費等

約１，２０１億円

（歳出） （歳入）
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③ ・保険給付費等（①）は、国が示す方法を参考に、過去の伸び率により推計
している。

・その保険給付費等（①）に対し、国庫等の公費（②）を見込み、その上での
不足額を各自治体からの納付金（③）で賄うこととなる。

・その結果、算定上の納付金（③）は、約４９０億円となる。

・岡山県では、平成３０年度決算において、約２６億円の剰余金が生じてお
り、令和２年度納付金算定においては、市町村と協議の結果、納付金を抑
制するため、納付金から減算することとした。

・その結果、算定上の納付金約４９０億円から、上記の約２６億円を減算した
約４６４億円が、市町村に求める納付金となる。
※対令和元年度納付金 △６８億円（８７．２％）

・岡山県は、この約４６４億円を、被保険者数や医療費指数、所得係数に応
じて、各市町村に配分する。

・令和２年度に岡山市に求められる納付金は約１７８億円と示された。
※対令和元年度納付金 △２６億円（８７．３％）

・岡山市では、求められた納付金約１７８億円に保健事業費など約７億円を
加えた約１８５億円を公費と保険料、法定外繰入で賄うこととなる。

・令和２年度の公費は約６２億円と見込まれるため、保険料と法定外繰入で
賄う額は約１２３億円となる。

・令和元年度の保険料率を維持した場合、保険料収入は約１１８億円と見
込まれる（この場合、法定外繰入は５億円となる）。

１．県全体の納付金の算定方法及び令和２年度の納付金について

２．岡山市に求められる納付金



３．岡山市国保財政健全化方針（赤字解消計画：Ｈ３０～）
・国や県から解消・削減を求められている法定外繰入は、被保
険者の負担を急激に増加させないよう、段階的に保険料率を改
定し、削減・解消を図る。

⇒毎年度約２．８億円の増収を図り、令和６年度予算でゼロにす
るもの。

・一方で、解消・削減を求められていない保健事業費などの法定
外繰入は被保険者の負担抑制のため、維持する。
⇒概ね、年約４～５億円で、令和２年度予算では、約４．４億円。

２

岡山市の令和2年度保険料予算（案）

【前提】令和元年度の保険料率を維持した場合、保険料収入は約１１８億円（この場合、法定外繰入は５億円となる）。

①県の納付金の動向
〇都道府県化前の交付金の精算や決算剰余金の影響などもあったが、納付金が年度によって大きく増減している。
〇令和２年度の納付金の抑制に使われた県の剰余金の来年度以降の状況によっては、納付金が増加する可能性がある。
〇また、１人当たり医療費は、高齢化や医療の高度化などにより平成３０年度に比べ増加しており、来年度以降も、国保財
政運営上、厳しい状況が見込まれる。
〇令和３年度に向けて、岡山県国民健康保険運営方針が見直される（新たな医療費の推計が示される）。

②岡山市の状況
〇岡山市に求められる納付金も大きく増減しており、適切な保険料水準が見通しにくい状況となっている。
〇令和２年度末には県が運営方針を見直し、新たな医療費推計が示されるため、財政健全化方針の再検討が必要となる。
〇令和２年度、削減対象外の法定外約４．４億円を繰り入れた場合、納付金は減少しているが、保険料改定が約０．６億円
必要となる。
〇保険料率を据え置き、法定外繰入を５億円とした場合も、財政健全化方針で予定していた法定外繰入の額を削減できる。

※以上のような、県、市の状況を踏まえ、予算上１人当たり保険料が令和元年度と同
程度となるよう据え置き、法定外繰入を５億円とする。
（具体の保険料率は令和２年６月ごろ決定予定）

４．令和２年度保険料予算（案）


